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昭

和

四

十

年

三

月

宮

崎

県

史

蹟

調

査

報

告

第
薬

宮

崎

県

教

育

委

員

会



こ
の
報
告
書
は
、
大
工
の
初
年
、
本
県
が
全
国
に
さ
き
が
け
て
古
代
の
遺
跡
顕
彰
の
た
め
に
、
東
京
、
京
都
両
大
学
、
宮
内
省
書
綾
部
の
協
力
を
得
て

行
な
っ
た
西
都
原
古
墳
群
の
発
掘
調
査
に
つ
づ
く
、
さ
ら
に
そ
の
範
囲
を
広
め
た
大
正
六
年
度
の
調
査
の
報
告
で
あ

っ
て
、
送
時
、
調
査
を
担
当
さ
れ
た

京
都
大
学
の
浜
田
耕
作
博
士
と
梅
原
末
治
博
士
が
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
故
あ
っ
て
、
遂
に
当
時
刊
行
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
戦
後
盛
ん
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
′
い
わ

ゆ
る
史
前
の
時
代
に
お
け
る
宮
崎
県
下
の
重
要
な
遺
跡
に
わ
た
っ
て
な

さ
れ
た
最
初
の
も
の

と
い
う
べ
く
、
し
か
も
注
目
す
べ
き
成
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
今
に

一
つ
の
重
要
な
文
献
と
し
て
価
値
高
い
も
の
と
信
ず
る
。

数
年
前
、
こ
の
報
告
書
の
原
稿
が
幸
に
も
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
梅
原
博
士
の
も
と
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
の
で
、
同
氏
に
請
う
て
本
県

教
育
委
員
会
に
於
い
て
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
梅
原
末
治
博
士
の
ご
配
慮
を
得
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ
る
。

昭

和

四

十

年

二

月

一
日

宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長

野

　

口

　

逸
　
一二

良F



宮

崎

県

史

蹟

調

査

報

告

余
輩

ハ
大
正
六
年
十
二
月
廿
六
日
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
務
嘱
托
梅
源
末
治
卜
共
二
京
都
ヲ
出
発
シ
、
神
戸
ヨ
リ
海
路
宮
崎
県
延
岡
二
至
り
、
仝
月

廿
九
日
ョ
リ
宮
崎
県
史
蹟
調
査
員
若
山
甲
蔵
君
ノ
同
伴
ヲ
得
テ
、
延
岡
附
近
及
ビ
西
日
杵
郡
高
千
穂
村
ヲ
踏
査
シ
、
次
デ
大
正
七
年

一
月
六
日
陸
路
宮
崎
町

二
向
ウ
。
宮
崎
二
於
テ
ハ
宮
崎
神
宮
附
属
徴
古
館
二
咄
陳
セ
ル
遺
物
ヲ
調
査
シ
、　
一
月
八
日
宮
崎
ヲ
発
シ
、
宮
崎
郡
瓜
生
野
村
柏
田
附
近
ヨ
リ
東
諸
県
郡
綾

村
ノ
遺
跡
ヲ
発
掘
シ
、
更
二
宮
崎
町
二
帰
り
、　
一
月
十

一
日
宮
崎
郡
清
武
村
ノ
遺
墟
ヲ
実
践
セ
リ
。
其
ノ
調
査
発
掘
ス
ル
所

ハ
悉
ク
石
器
時
代
ノ
遺
跡
ニ
シ

テ
近
時
考
古
学
生
最
モ
興
味
ア
ル
問
題
二
接
触
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
日
向
ノ
先
史
時
代
及
原
史
時
代
ノ
研
究
二
重
要
ナ
ル
資
料
ヲ
供
給
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
、
今

マ
次
二
其
ノ
調
査
ノ
結
果
ヲ
報
告
ス
ル
ニ
際
シ
テ
、
余
輩

ハ
宮
崎
県
ノ
官
憲
井
二
地
方
諸
有
志
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
厚
意
卜
助
カ
ト
フ
深
謝
シ
、
特
二
始
終
同
行

シ
テ
調
査
ノ
労
ヲ
分
タ
レ
タ
ル
若
山
甲
蔵
君
工
向
ツ
テ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
。

大
正
七
年
七
月
二
十

一
日

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
　
　
　
浜

田

耕

作
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宮

崎

県

史

蹟

調

査

報

告

浜

田

梅

宮
崎
県
に
於
け
る
吾
人
の
調
査
は
従
来
、
西
都
原
に
於
け
る
古
墳
発
掘
を
主
と
し
た
り
し
も
、
今
回
は
期
か
其
の
範
囲
を
変
更
し
て
、
宮
崎
県
全
部
に
亘
り
て
、

石
器
時
代
、
殊
に
所
謂
弥
生
式
上
器
を
伴
出
す
る
遺
跡
の
発
掘
を
試
み
、
其
の
上
器
の
性
質
と
存
在
状
態
と
を
詳
に
し
、
又
た
紐
紋
土
器
と
の
関
係
を
閣
明
せ
ん
こ

と
を
努
め
た
り
。
由
来
縄
紋
土
器
は
我
国
多
数
の
学
者
の
以
て
引
濶

ヌ‐
人
の
祖
先
の
遺
す
所
な
り
と
し
、
従

っ
て
之
を
発
見
す
る
地
点
に
は
彼
等
の
占
拠
せ
る
を
予

想
せ
し
む
。
宮
崎
県
に
於
い
て
は
既
に
宮
崎
中
学
校
附
近
、

（考
古
学
会
雑
誌
一
ノ
一
〇
、
若
林
勝
郎
氏
論
文
）

西
日
杵
郡
高
千
穂
村
等
に
於
い
て
之
を
発
見
せ
る
も
の

あ
り
。
又
た
弥
生
式
上
器
は
其
の
製
作
者
に
就
い
て
、
議
論
あ
り
、
或
い
は
原
日
本
人
の
も
の
な
り
と
し
、
或
は
倭
人
隼
人
の
族
の
も
の
な
り
と
し
、
議
論
区
々
に

し
て
帰
す
る
所
を
知
ら
ず
。
而
か
も
其
の
或
は
縄
紋
土
器
と
同

一
地
点
に
於
い
て
発
見
し
、
或
は
弥
生
式
と
縄
紋
と
の
中
間
的
性
質
を
帯
び
、
執
れ
の
範
疇
に
入
る

可
き
か
を
判
定
す
る
に
苦
し
ま
し
む
る
土
然
な
き
に
非
ず
。
数
に
於
い
て
、
学
者
或
は
「
狙
ヌ‐
に
次
い
で
原
日
本
人
或
は
隼
人
族
の
帰
来
あ
り
と
し
、
或
は
両
者
の

雑
居
あ
り
と
な
し
、
或
い
は
中
間
的
土
器
を
以
て
文
化
技
術
の
交
渉
の
結
果
な
り
と
な
す
。
余
輩
亦
た
別
に
所
見
あ
り
と
雖
も
、
要
す
る
に
比
の
問
題
は
我
国
石
器

時
代
の
人
民
の
人
種
を
推
定
し
、
怒
に
は
吾
人
の
祖
先
を
明
に
す
可
き
問
題
に
接
触
し
、
其
の
関
わ
る
所
や
頗
る
重
要
な
る
も
の
あ
り
て
存
す
。
近
時
我
国
学
者
の

研
究
亦
た
此
の
問
題
に
集
中
せ
ら
る
ゝ
が
如
き
観
あ
り
。
是
れ
余
等
が
特
に
今
回
是
等
石
器
時
代
の
遺
跡
の
調
査
を
試
み
、
学
者
研
究
の
資
料
を
豊
富
に
せ
ん
こ
と

を
期
せ
る
所
以
に
外
な
ら
ず
。
固
よ
り
其
の
調
査
す
る
所
は
宮
崎
県
に
於
け
る
這
種
遺
跡
の
全
般
に
あ
ら
ず
、
其
の
発
掘
亦
た
小
規
模
に
し
て
試
掘
的
の
も
の
に
過

ぎ
ざ
り
し
が
、
な
ほ
其
の
結
果
は
頗
る
興
味
あ
る
も
の
砂
し
と
せ
ず
。
以
下
余
等
調
査
の
順
序
に
従

っ
て
、
其
の
次
第
を
記
す
る
に
方
り
て
、
吾
人
は
専
ら
事
実
の

報
道
を
主
と
し
、
自
己
の
所
見
に
よ
り
て
之
を
処
理
す
る
を
避
け
た
り
。
是
れ
此
種
調
査
に
於
け
る
吾
人
の
取
る
可
き
態
度
な
る
を
信
じ
た
れ
ば
な
り
。

と

口

末  耕

治  作



二

延

岡

附

近

の

遺

延
岡
附
近
に
於
い
て
吾
人
は
南
方
村
大
貫
の
員
塚
及
び
南
方
村
県
苗
圃
村
の
石
器
時
代
遺
物
発
見
地
を
調
査
せ
り
。
大
貫
貝
塚
は
恒
富
村
大
字
沖
田
の
そ
れ
と
共

に
故
三
浦
敏
氏
の
調
査
に
依
り
て
夙
に
学
界
に
紹
介
せ
ら
れ
し
も
の
。
南
方
村
の
遺
跡
は
前
年
県
の
苗
圃
を
設
く
る
に
際
し
多
く
の
石
器
類
を
発
見
し
、
又
た
有
馬

七
蔵
氏
の
熱
心
な
る
採
集
に
依
り
、
幾
多
の
貴
重
な
る
遺
物
の
存
在
を
知
る
に
至
れ
り
。
今
ま
左
に
苗
回
、
大
貫
の
二
遺
跡
に
於
け
る
調
査
の
結
果
を
述
ぶ
る
所
あ

ら
む
。

１

首

国

内

の

遺

跡

南
方
村
県
営
苗
圃
は
延
岡
町
の
西
方
約

一
里
半
に
あ
り
。
五
ケ
瀬
川
と
其
の
一
小
支
流
の
間
に
起
伏
せ
る
丘
陵
の
北
部
を
占
め
、
東
西
約
二
町
南
北
二
町
余
の

一

の
高
台
な
り
。
遺
物
は
此
の
高
台
の
全
面
に
亘
り
て
存
在
し
、
三
四
の
円
形
古
墳
又
た
其
の
間
に
介
在
し
て
古
く
こ
ゝ
に
乗
落
の
発
達
し
た
る
を
想
像
せ
し
む
。

此
の
地
域
よ
り
出
土
す
る
遺
物
は
石
器
、
土
器
を
主
と
し
、
玉
類
も
往
々
に
し
て
発
見
せ
ら
る
。
有
馬
氏
の
鬼
集
の
石
器
数
百
点
に
上
れ
り
。
吾
人
又
た
十
二
月

廿
九
日
調
査
の
際
十
数
の
石
器
と
土
器
の
破
片
を
獲
た
り
。
石
器
の
類
に
は
石
斧
。石
鏃
・錘
石
等
あ
り
。
石
斧
に
は
打
製
磨
製
あ
り
、
石
質
は
多
く
砂
岩
若
し
く
ば

安
山
岩
に
し
て
形
式
又
た
各
種
に
亘
れ
り
。
石
鏃
は
打
製
品
其
の
大
部
分
を
占
む
る
も
磨
製
の
遺
品
亦
た
少
な
か
ら
ざ
る
は
注
意
す
可
き
な
り
。
中
に
製
作
順
る
巧

妙
に
し
て
金
属
器
に
よ
り
て
製
作
せ
る
を
推
察
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。
有
馬
氏
所
蔵
に
係
る
二
個
の
如
き
是
れ
な
り
。
石
質
は
打
製
石
鏃
に
あ
り
て
は
黒
曜
石
、
攻

璃
質
安
山
岩
等
を
以
て
製
作
す
る
を
常
と
せ
る
も
、
此
の
地
の
発
見
品
に
は
砂
岩
製
の
粗
末
な
る
遺
品
多
し
。
而
し
て
其
の
形
式
は
各
種
に
亘
れ
る
も
た
ゞ
柳
葉
状

の
も
の
及
び
箆
代
を
有
す
る
も
の
は
見
逆
ら
ず
と
云
ふ
。
錘
石
は
発
見
の
数
量
石
斧
石
鏃
と
共
に
比
較
的
多
く
、
吾
人
又
数
個
を
獲
た
り
。
製
作
砂
岩
の
丸
石
の
両

端
を

一
部
分
打
ち
鉄
き
た
る
も
の
な
る
こ
と
多
く
の
例
に
異
な
る
な
し
。
以
上
の
外
石
器
に
は
猶
磨
製
石
剣
あ
り
。
余
等
の
調
査
に
富
り
採
集
せ
る
所
に
し
て
鋒
の

部
分
を
鉄
く
も
形
式
略
ぼ
見
る
べ
く
、質
は
粘
板
岩
な
り
。
此
の
種
の
遺
品
は
九
州
北
部
、
近
畿
等
に
於
て
往
力
類
例
あ
る
も
の
に
し
て
磨
製
石
鏃
と
共
に
注
意
に
値

す
。土

器
は
従
来
発
見
の
も
の
何
れ
も
破
片
の
み
な
り
。
之
を
大
別
し
て
凡
そ
二
種
類
と
な
す
可
く
、
其
の
人
分
を
占
む
る
は
弥
生
式
上
器
の
系
統
に
属
す
る
赤
褐
色

若
し
く
ば
灰
褐
色
の
粗
造
品
に
て
、
壷
の
口
部
、
全
底
部
、
台
の
一
部
分
、
高
邦
の
脚
等
の
破
片
あ
り
。
其
の
底
に
無
花
果
形
の
壷
の
破
片
の
存
せ
る
あ
る
は
よ
く

-2-



此
の
上
器
の
特
徴
を
現
は
せ
り
。
表
面
の
文
様
は
直
線
紋
を
主
と
す
る
こ
と
普
通
の
弥
生
式
の

そ
れ
と

一
般
な
る
も
、
往
々
国
縁
部
に
紀
紋
を
附
せ
る
も
の
を
混
じ
た
り
。
而
し
て
表
現
の
手

法
概
し
て
粗
大
な
る
を
見
る
。
他
の
一
は
斎
金
に
し
て
之
は
焼
方
頗
る
堅
緻
な
る
も
の
多
く
、

形
状
は
界
の
破
片
を
主
と
し
中
に
と
の
類
を
も
認
む
。

玉
類
は
有
馬
氏
の
乗
集
品
に
頗
る
注
意
す
可
き
も
の
多
し
。
石
質
は
碧
玉
、
或
い
は
綬
千
其

他
諸
種
あ
り
。
曲
玉
は
凡
て
細
小
に
し
て
、
或
は
丁
字
形
の
切
目
を
有
し
、
整
形
の
も
の
あ
り

と
雖
も
、
其
の
穿
孔
の
一
方
頗
る
大
な
る
こ
と
、
各
々
形
状
の
特
異
な
る
点
等
頗
る
原
始
的
の

形
を
有
し
、
古
墳
曲
玉
と
は
檎
趣
を
同
じ
く
せ
ざ
る
も
の
砂
な
か
ら
ず
。
或
は
時
に
櫛
形
の
も

の
、
又
た
不
整
形
の
石
片
、
及
板
状
に
し
て

一
面
に
各
二
箇
の
連
続
せ
る
貫
孔
を
有
せ
る
も
の

等
あ
り
。
此
等
の
玉
類
は
丹
後
函
石
、
淡
路
松
帆
村
等
の
遺
跡
発
見
の
も
の
と
其
の
性
質
相
似

た
る
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
。

要
之
苗
圃
に
於
い
て
発
見
す
る
遺
物
は
其
の
各
種
を
合
む
点
に
於
て
注
意
に
値
す
べ
く
、
殊

に
粗
製
の
石
器
と
共
に
金
属
器
を
以
て
製
作
せ
り
と
推
測
す
べ
き
精
巧
な
る
磨
石
鏃
の
存
せ
る

は
原
始
的
匈
玉
の
発
見
と
共
に
、
此
の
種
史
前
時
代
の
遺
跡
研
究
に

一
層
の
興
味
を
与
ふ
る
も

の
あ
る
を
覚
ゆ
。
乃
ち
吾
人
は
是
等
の
遺
物
の
層
位
関
係
を
調
査
せ
ん
が
為
に
十
二
月
汁
日
此

の
地
域
に
於
い
て
発
掘
を
行
う
こ
と
と
せ
り
。

〔
発
掘
の
経
過
〕
第

一
発
掘
地
点
は
県
苗
圃
の
東
北
隅
に
当
り
、
事
務
所
々
在
地
よ
り
の
距

離
凡
そ
二
町
の
所
を
撰
べ
り
。
附
近
よ
り
異
形
の
勾
玉
両
三
を
発
見
せ
る
こ
と
あ
り
、
今
猶
表

面
に
土
器
片
の
散
布
を
見
る
を
以
て
、
先
づ
こ
く
に
南
北
十
八
尺
東
西
四
尺
余
の

一
区
を
劃
し

て
発
掘
を
試
み
た
り
。
土
質
は
大
体
に
於
い
て
表
面
の
そ
れ
と
同
じ
き
黒
色
土
壊
な
る
も
地
下

一
尺
に
薄
き
褐
色
の
上
層
を
見
る
。
其
の
間
遺
物
と
し
て
は
石
器
は
勿
論
土
器
の
破
片
す
ら
全

第 1図 苗 圃 発 掘 地 点 図
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く
包
合
せ
ず
、
深
さ
二
尺
以
上
に
達
す
る
も
其
の
形
逃
な
か
り
き
。　
こ
ゝ
に
於
て
第

一
地
点
の
北
方
約
六
十
四
間
に

於
け
る
第
二
地
点
の
発
掘
を
行
へ
り
。
之
は
未
だ
開
墾
を
施
さ
れ
ざ
る
地
域
な
る
が
、
南
北
十
二
尺
東
西
三
尺
の
発

掘
の
結
果
附
近
に
は
土
器
の
破
片
の
散
乱
せ
掲
に
係
ら
ず
、
内
部
の
状
態
殆
ん
ど
前
者
と
同
じ
く
何
等
遺
物
を
合
ま

ず
、
た
ゞ
此
の
地
は
第

一
地
点
よ
り
北
方
高
地
の
傾
斜
面
に
あ
る
を
以
て
従

っ
て
褐
色
土
層
の
地
下
三
尺
の
辺
に
あ

り
し
を
異
に
す
る
の
み
な
り
き
。

（第
一
図
参
照
）

第
三
発
掘
地
点
は
苗
圃
の
南
西
隅
に
当
れ
る
所
に
し
て
事
務
所
よ
り
の
距
離
約
百
間
あ
り
。
苗
圃
の
遺
跡
中
土
器

の
散
布
の
最
も
多
き
地
点
な
り
。
断
層
面
を
験
す
る
便
宜
上
前
二
者
同
様
南
北
十
八
尺
東
西
三
尺
の
溝
状
の
穴
を
穿

て
る
に
此
の
地
点
も
亦
地
下
に
入
る
や
全
く
遺
物
を
包
合
せ
ず
。

此
の
発
掘
の
結
果
に
徴
す
る
に
苗
闇
の
遺
跡
は

一
種
の
遺
物
散
布
地
に
し
て
、
本
来
其
の
遺
物
包
合
の
層
位
頬
る

浅
く
雨
風
の
天
然
的
作
用
及
農
業
等
の
人
為
的
作
用
に
よ
り
て
、
土
壊
を
其
上
に
構
成
す
る
こ
と
多
か
ら
ざ
る
に
似

た
り
。
従

っ
て
今
日
に
於
い
て
上
述
各
種
遺
物
の
相
互
の
年
代
関
係
は
之
を
明
瞭
に
な
す
能
は
ざ
る
も
、
遺
跡
の
性

質
の
弥
生
式
系
統
に
属
す
る
は
碁
ば
認
め
て
可
な
る
が
如
く
、
而
し
て
各
種
の
遺
物
は
其
の
様
式
よ
り
推
し
て
、
悉

く
が
同

一
の
時
代
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
推
測
に
難
か
ら
ず
。

苗
国
内
に
上
代
墳
墓
の
存
す
る
よ
り
考
ふ
れ
ば
石
器
使
用
時
代
よ
り
金
属
器
の
行
は
れ
た
る
時
代
に
亘
り
、
こ
ゝ

に
住
せ
る
同

一
種
族
の
遺
跡
と
見
る
べ
き
に
近
し
。

２

大

貫

村

の

員

塚

〔図
版
第

一
）

大
貫
村
は
南
方
村
の
大
字
に
し
て
五
ケ
瀬
川
の
分
流
大
瀬
川
の
北
岸
に
近
く
存
す
る
部
落
に
し
て
、
両
川
の
間
に

連
な
れ
る
丘
陵
の

一
端
に
あ
り
。
貝
塚
は
同
村
字
浄
土
寺
と
称
す
る
丘
陵
の
端
に
近
き
部
分
に
存
し
、
高
台
の
南
腹

に
多
量
に
貝
層
の
露
は
れ
た
る
個
所
あ
る
と
共
に
、
北
半
に
於
い
て
も
貝
殻
の
散
布
を
見
、
其
の
面
積
頗
る
広
大
な

る
も
の
の
如
し
。
此
の
内
前
者
は
地
形
崖
状
を
呈
し
、
且
つ
竹
樹
密
生
せ
る
を
以
て
後
者
即
ち
台
地
の
北
方
畑
地
に

一
部
分
貝
殻
の
露
出
せ
る
地
点
を
撰
び
て
、
汁
日
午
后
よ
り
汁

一
日
に
亘
り
小
発
掘
を
試
み
た
り
。
該
地
点
は
丘
陵

一

へ ,″l lL

第 2図 大 貫 発 掘 地 点 図
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の
階
段
状
を
な
し
て
降
下
せ
る
上
段
に
位
し
（
東
西
約
二
十
間
、
南
北
約
二
間
半
内
外
の
沿
弓
形
を
呈
す
る
区
域
な
り
。
先
づ
東
方
に
扁
し
て
東
西
六
尺
、
南
北
十

尺
の
一
区

（Ａ
地
点
と
呼

Ｃ^

を
劃
し
て
発
掘
を
試
み
、
次
に
四
十
七
尺
を
距
て
た
る
西
方
に
碁
ば
同
大
の
地
域

（Ｂ
地
占
じ

を
穿
ち
、
而
し
て
後
四
尺
幅
の
溝
を
以

て
両
者
の
北
半
を
連
絡
し
て
以
て
貝
層
の
状
態
を
験
し
た
り

（第
二
図
参
照
）
。

Ａ
地
点
に
あ
り
て
は
地
下
約

一
尺
に
し
て
貝
層
に
達
し
、
其
の
貝
殻
は
比
較
的
大
形
の
も
の
多
く
層
の
厚
さ

一
尺
内
外
あ
り
。
Ｂ
地
は
之
に
反
し
て
貝
層
に
多
量

の
上
砂
を
混
じ
層
の
厚
さ
明
な
ら
ず
、
さ
れ
ど
地
下
三
尺
に
達
す
れ
ば
全
く
貝
毅
を
見
ざ
り
き
。
Ｃ
地
の
東
西
に
長
き
溝
状
発
掘
地
に
於
い
て
は
貝
層
の
深
さ
及
び

厚
さ
必
ず
し
も

一
な
ら
ず
、
暑
ば
中
央
の
地
点
に
て
は
表
土

一
尺
三
寸
に
し
て
貝
層
に
達
し
、
以
下
層
の
厚
さ

一
尺
七
寸
あ
り
。
そ
の
西
方
数
尺
の
所
に
て
は
表
土

一
尺
貝
層
の
厚
さ

一
尺
五
寸
な
り
。
而
し
て
何
れ
も
表
上
に
多
少
の
貝
殻
を
混
ぜ
る
を
見
る
。
比
の
地
域
中
其
の
西
の
部
分
は
貝
殻
破
砕
せ
る
も
の
多
く
或
は

一
度

発
掘
せ
ら
れ
し
に
非
ざ
る
か
を
思
は
し
む
。
是
等
の
貝
層
を
生
成
せ
る
貝
類
は
主
と
し
て
カ
キ
、　
ハ
マ
グ
リ
の
種
類
に
し
て
往
々
シ
ホ
フ
キ
、
及
び
ア
カ
エ
シ
の
類

を
見
る
。
而
し
て
之
に
混
じ
て
石
器
と
比
較
的
多
量
の
上
器
破
片
を
発
見
し
、
又
猪
等
の
獣
骨
片
を
得
た
り
。
石
器
類
は
Ａ
地
点
の
東
南
隅
に
於
い
て
石
環
の
破
片

一
個
を
出
し
、
Ｃ
発
掘
地
の
東
端
よ
り
十
八
尺
の
地
点
に
て
石
斧

一
個
を
、
同
西
端
よ
り
十
数
尺
に
て
石
鏃
を
発
掘
せ
る
あ
り
。
猶
此
の
外
四
五
の
器
と
黒
曜
石
の

局
を
見
た
り
。

是
等
発
見
の
遺
物
中
石
斧
は
発
掘
地
域
よ
り
出
土
せ
る
も
の
三
及
び
表
面
採
集
の
も
の
二
あ
り
。磨
製
打
製
の
両
種
と
半
磨
製
の
も
の
あ
り
。
そ
の
一
箇
は
長
二
寸

余
の
小
形
に
て
大
体
の
形
は
打
鉄
き
て
作
れ
る
も
匁
の
部
分
の
み
は
両
側
よ
り
磨
研
し
、
他
の
一
箇
は

一
面
は
磨
き
他
面
は
精
巧
に
打
ち
鋏
き
た
る
を
見
る
。
打
製

石
斧
は
砂
岩
製
の
分
銅
形
に
て
南
方
村
苗
回
の
遺
品
と
同
形
式
に
属
し
、　
磨
製
石
斧
の
一
は
精
品
な
り
。　
長
四
寸
三
分
あ
り
質
は
変
質
板
岩
に
し
て
頗
る
磨
沢
あ

り
、鷺
く
両
側
よ
り
磨
研
し
て
両
双
を
附
せ
る
手
法
頗
る
見
る
べ
し
。
石
環
は
半
ば
破
損
せ
る
も
、碁
ば
全
形
を
窺
ふ
べ
く
、
直
径
三
寸
五
分
あ
り
。
此
の
貝
塚
に
於

い
て
は
従
来
其
の
発
見
を
聞
か
ざ
る
遺
品
な
り
。
石
鏃
は
吾
人
の
採
集
せ
る
も
の
住
に

一
個
な
り
。
黒
曜
石
製
に
て
三
角
形
凹
底
式
を
呈
す
。
有
馬
氏
の
談
に
依
る

に
石
欽
は
此
０
地
に
於
い
て
は
出
土
多
か
ら

ず
と
云
ふ
。
此
の
外
石
器
と
し
て
円
板
形
の
た
ゝ
き
石
と
思
は
る
ゝ
遺
品

一
あ
り
。
土
器
の
類
は
多
量
に
出
土
せ
る

も
何
れ
も
破
片
に
て
全
形
を
窺
ひ
得
る
も
の
一
も
あ
る
な
し
。　
一
個
の
斎
金

（鉢
の
類
の
底
）
の
破
片
を
除
き
て
は
悉
く
厚
手
の
素
焼
に
し
て
、
之
に
黒
褐
色
と
赤
褐

色
の
二
者
あ
り
、
手
法
共
に
�
大
な
り
。
破
片
に
底
の
部
分

・
胴
の
一
部

・
回
部
の
残
鉄
あ
る
よ
り
せ
ば
原
形
は
壺
の
類
多
か
り
し
が
如
し
。
而
し
て
是
等
の
上
器

は
表
面
に
は

一
種
の
紐
紋
を
附
せ
る
も
の
・
切
り
目
紋
あ
る
も
の
ｏ
簡
単
な
る
直
線
紋
を
表
は
せ
る
等
あ
り
。　
一
面
に
於
い
て
所
謂
組
紋
土
器
と
類
似
あ
る
も
、
而

も
全
く
同

一
に
あ
ら
ず
、　
一
面
弥
生
式
上
器
に
似
た
る
点
の
あ
る
が
如
き
も
の
な
る
は
注
目
に
値
す
。

〓
一　
三
　
田
　
井
　
の
　
こ退
　
跡

西
日
杵
郡
高
千
穂
村
大
字
三
田
井
は
日
向
の
北
西
隅
に
偏
在
し
て
、
交
通
の
便
を
鉄
く
も
、
四
周
山
を
以
て
続
ら
さ
れ
て
、自
か
ら
高
台
の

一
区
劃
を
な
し
、古
く



人
類
の
占
居
し
て

一
集
団
を
な
す
に
適
せ
る
も
の
あ
り
。
さ
れ
ば
天
孫
壌
々
杵
尊
亦
た
此
処
に
降
臨
せ
る
を
伝
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
既
に
幾
多
の
古
墳
横
穴
と
共
に

石

器

の
発

見
せ
ら
れ
た
る
も
の
妙
か
ら
ず
。
中
村
徳
五
郎
、
故
三
浦
敏
氏
夙
に
之
を
紹
介
し
、
近
く
は
喜
田
文
学
博
士
、
鳥
居
龍
蔵
氏
等
の
之
を
調
査
す
る
あ
り

し
も
、
其
の
石
器
の
存
在
以
外
に
、
土
器
の
種
類
及
遺
跡
の
状
態
に
就
い
て
は
、
未
だ
詳
密
な
る
報
告
を
飲
く
の
憾
あ
り
。
僅
に
高
千
穂
村
の
北
二
里
岩
戸
村
よ
り

古
く
弥
生
式
上
器
を
発
見
せ
る
こ
と
の
紹
介
せ
ら
れ
た
る
あ
る
の
み
。
乃
ち
吾
人
は
今
次
の
調
査
に
方
り
て
、
高
千
穂
村
に
於
い
て
三
箇
所
の
小
発
掘
を
試
み
、
同

時
に
各
地
に
於
い
て
既
に
発
掘
採
集
せ
ら
れ
た
る
遺
物
を
巡
覧
し
て
、
主
と
し
て
此
の
方
面
の
智
識
を
得
ん
こ
と
を
期
せ
り
。

１
　
上
　
原
　
平
　
の
　
遺
　
跡

吾
人
は
先
づ
三
日
井
に
於
い
て
村
落
の
北
方
字
上
原
平
の

一
地
点
の
発
掘
を
試
み
た
り
。
此
地
或
は
尾
の
上
と
も
称
し
、
高
千
穂
盆
地
の
中
央
部
に
当
り
、
土
地

丘
陵
状
を
呈
し
、
西
北
は
傾
斜
急
な
る
も
、
東
南
は
馬
蹄
形
の
緩

き

傾
斜

面
を
な
す
。
今
ま
全
面
開
墾
し
て
畑
と
な
り
、
石
器
類
多
く
地
表
上
に
散
布
し
、
土
器

の
破
片
亦
之
に
混
ず
る
も
の
あ
る
を
見
る
。
発
掘
地
点
は
高
地
の
西
南
隅
に
あ
る
墓
地
よ
り
二
十
二
間
を
距
て
る
、
三
田
井
よ
り
陣
内
方
面
に
通
ず
る
里
道
の

一
部

分
を
撰
び
、
特
に
道
に
沿
ひ
て
長
さ
十
二
尺

・
幅
五
尺
内
外
の
一
区
を
限
り
て
発
掘
せ
り
。
蓋
し
畑
と
な
れ
る
部
分
は
治
初
開
墾
に
際
し
大
部
掘
り
か
え
さ
れ
、
且

つ
耕
作
の
為
今
猶
地
下

一
尺
の
間
は
常
に
鋤
去
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
内
部
攪
乱
の
恐
れ
あ
り
、
層
位
的
調
査
に
遺
憾
の
点
多
か
る
べ
き
を
恩
ひ
、
右
の
地
点
を
取
れ
る

な
り
。

発
掘
は
南
東
側
の
畑
地
に
接
す
る
部
分
よ
り
漸
次
断
層
を
作
り
て
作
業
を
行

へ
る
も
の
、
其
の
結
果
に
徴
す
る
に
地
表
下
約
二
寸
は
諸
上
に
し
て
以
下
九
寸
は
土

壊
檎
黒
味
を
加

へ
来
り
表
面
よ
り

一
尺
四
寸
に
し
て
全
く
黒
褐
色
と
な
り
、
深
さ
三
尺
に
至
る
間
に
多
量
の
上
器
破
片
を
包
合
し
、
石
届
又
之

を

認
む
る
を
得
た

り
。
而
し
て
此
の
層
以
下
に
は
厚
さ
五
寸
の
黒
土
層
あ
り
、
再
び
黒
褐
色
の
上
壊
と
な
る
も
遺
物
は
全
く
存
在
せ
ざ
り
き
。
比
の
状
態
は
約
二
間
の
区
域
に
就
い
て

一
様
に
認
め
た
る
事
実
に
し
て
且
つ
土
壊
攪
乱
の
形
速
な
け
れ
ば
遺
物
包
合
の

一
斑
を
推
察
す
る
を
得
可
し
。

此
の
小
発
掘
に
於
い
て
獲
た
る
遺
物
は
殆
ん
ど
土
器
の
破
片
の
み
に
し
て
完
全
な
る
石
器
は

一
も
存
在
せ
ざ
り
き
。
さ
れ
ど
発
掘
以
前
に
高
地
の
一
隅
墓
地
の
周

囲
に
於
て
拾
得
せ
る
石
斧
四
五
あ
り
、
石
鏃
又
二
三
を
得
て
碁
ば
其
の
概
要
を
窺
ひ
得
る
な
り
。
石
斧
は
何
れ
も
分
銅
形
の
粗
大
な
る
打
製
石
斧
に
し
て
、
長
さ
三

寸
乃
至
三
寸
五
分
な
り
。
石
鏃
は
黒
曜
石
の
三
角
形
の
も
の
多
き
が
如
し
。
従
来
発
見
の
も
の
に
は
磨
製
石
庖
丁
、
磨
製
石
鏃
等
あ
り
っ

さ
て
土
器
は
採
集
の
も
の
悉
く
破
片
な
る
も
様
式
上
頗
る
注
目
す
べ
き
も
の
な
り
。
是
等
は
黒
褐
色
を
呈
せ
る
薄
手
の
素
焼
に
し
て
表
面
に
光
沢
を
有

す

る
あ

り
。
器
の
形
状
は
回
部
大
い
に
開
け
中
腹
に
於
い
て
ク
ビ
レ
た
る
鉢
の
類
多
き
を
占
む
る
も
の
ゝ
如
く
、
其
の
縁
は
平
に
し
て
内
側
に
突
出
し
、　
一
部
分
に
耳
状
突

起
を
現
は
せ
る
あ
り
、
内
外
面
に
深
き
条
線
紋
或
は
組
紋
を
附
せ
る
は
全
く
関
東
地
方
の
組
紋
土
器

に

一
致

せ
る
を
認
む
べ
し
。
比
の
外
大
な
る
こ
の
回
部
、
頸



部
に
比
較
的
複
雑
な
る
条
線
縄
紋
を
施
せ
る
土
器
片
、
及
び
土
器
の
底
二
三
あ
り
。
底
の
形
式
は
普
通
の
弥
生
式
と
は
そ
の
手
法
を

異
に
す
る
を
見
る
。
土
器
の
表
面
に
現
は
れ
た
る
文
様
は
深
き
線
刻
り
の
地
面
に
縄
紋
を
附
し
た
る
も
の
を
主
と
し
て
其
の
種
類
九

そ
五
種
あ
り
。
縄
目
紋
の
帯
を
続
ら
せ
る
も
の
、
縄
紋
に
切
り
目
紋
を
加

へ
た
る
な
ど
其
の
異
な
れ
る

一
に
し
て
、
中
に
組
紋
土
器

特
有
の
複
雑
な
る
曲
線
紋
を
現
は
せ
る
破
片
二
個
あ
る
を
注
意
す
可
し
。
但
し
是
等
の
文
様
を
施
せ
る
部
分
は
土
器
の
顎
部
若
し
く

ば
肩
部
に
限
り
表
面
全
体
に
及
べ
る
も
の
を
見
ざ
り
き
。

上
述
土
器
の
性
質
は
何
れ
も
所
謂
ア
イ
ス
の
遺
品
と
せ
ら
る
Ｉ
組
紋
土
器
の
特
色
を
具
備
し
て
弥
生
式
と
は
全
然
異
な
る
手
法
に
な

れ
る
を
認
む
可
し
。
吾
人
は
高
千
穂
に
住
せ
る
古
代
民
族
の
研
究
上
に
重
要
な
る
此
の
新
資
料
を
得
た
る
を
喜
ぶ
。

２

猿

伏

附

近

の

遺

跡

〔図
版
第

一
〕

上
原
平
に
於
け
る
発
掘
と
同
時
に
、
吾
人
は

一
方
字
猿
伏
附
近
に
於
い
て
小
発
掘
を
試
み
た
り
。
其
の
地
点
は
複
伏
村
に
至
る
道

路
に
接
し
た
る
左
方
の
畑
地
に
し
て
、
西
北
に
丘
陵
を
負
ひ
、
乗
落
を
距
る
西
南

一
町
余
な
り
。
吾
人
が
特
に
此
の
地
点
を
撰
定
せ
る
所
以
は
、
道
路
に
よ
り
て
税

断
せ
ら
れ
た
る
断
面
上
に
、
土
器
の
破
片
を
認
め
、
比
較
的
攪
乱
の
多
か
ら
ざ
る
地
表
よ
り
の
深
さ
を
知
る
に
便
多
き
を
思
へ
る
を
以
て
な
り
。
発
掘
の
区
域
は
道

路
に
接
し
、
畑
地
の
表
面
に
於
い
て
、
長
十
二
尺
幅
五
尺
の
溝
を
作
り
、
深
さ
三
尺
余
に
及
べ
り
。
遺
物
の
包
合
は
地
表
下
二
尺
前
後
に
於
い
て
、
土
器
の
小
破
片

若
千
と
石
斧

一
個
と
を
認
め
た
る
の
み
に
し
て
、
其
の
量
頗
る
稀
少
な
り
。
而
か
も
地
層
は
遺
物
包
合
線
の
上
部
に
檎
々
、
黄
褐
色
な
る
粗
慈
の
堀
穀
質
の
も
の
に

し
て
、
其
の
下
部
は
冶
々
黒
色
を
科
び
た
る
も
、
両
者
の
間
固
よ
り
明
瞭
な
る
限
界
を
認
め
ず
。

此
の
発
堀
に
於
い
て
余
等
の
得
た
る
遺
物
中
、
石
斧
は
打
製
品
に
て
長
三
寸

一
分
あ
り
、

形
は
小
判
形
を
呈
す
。
上
述
上
原
平
に
於
て
採
集
せ
る
と
殆
ん
ど
製
作
を

一
に
せ
る
粗
製
品

な
り
。

上
器
は
悉
く
小
な
る
砕
片
に
て
量
又
た
前
者
の
如
く
豊
富
な
ら
ざ
る
も
、
其
の
性
質
は
研

究
上
特
記
に
値
す
べ
し
。
即
ち
大
部
分
赤
褐
色
の
厚
手
粗
質
に
し
て
、
之
に

一
二
黒
褐
色
の

表
面
磨
研
せ
る
破
片
と
赤
味
を
多
く
帯
び
た
る
薄
手
破
片
と
を
混
ぜ
り
。
何
れ
も
頗
る
上
原

第 4図 猿伏遺跡
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平
の
上
器
と
性
質
を
異
に
し
て
寧
ろ
弥
生
式
上
器
に
近
き
も
の
な
る
を
思
は
し
む
。　
一
々
の
器
の
形
の
如
何
な
り
し
か
に
至
り
て
は
之
を
詳
に
す
る
こ
と
能
は
ざ
る

も
、
大
な
る
鉢

・
壷
の
外
に
頸
部
の
外
側
に

一
条
の
突
出
帯
あ
る
小
形
の
鉢
、
肩
部
の
直
角
に
近
く
ク
ビ
れ
て
更
に
日
の
開
け
る
壼
の
破
片
等
を
認
む
。
文
様
に
至

り
て
は
全
面
に
加

へ
た
る
刷
毛
目
を
除
き
て
は

一
二
直
線
の
条
紋
の
回
部
の
辺
に
装
飾
せ
る
あ
る
の
み
。
是
れ
又
土
器
の
性
質
上
注
意
す
べ
き
現
象
な
り
。

３

岩

戸

村

其

他

に

て

既

出

上

の

上

器

高
千
穂
に
お
け
る
二
箇
所
の
小
発
掘
を
完
了
し
た
る
後
、
吾
人
は
岩
戸
村
に
赴
き
て
、
同
地
岩
戸
神
社
社
地
に
て
古
く
文
政
四
年
発
見
せ
ら
れ
る
土
器
其
他
を
見

る
こ
と
を
得
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
た
西
日
杵
郡
役
所
に
於
い
て
特
に
吾
人
の
為
め
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
諸
家
の
採
集
品
を

一
覧
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
就
中
特
に
吾

人
の
注
目
を
惹
け
る
遺
物
に
し
て
、
未
だ
世
に
紹
介
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
を
左
に
記
載
す
る
所
あ
ら
む
。

岩
戸
神
社
々
地
発
見
の
上
器
に
は
所
謂
弥
生
式
上
器
に
属
し
、
尾
張
熱
田
貝
塚
出
土
品
に
似
て
其
の
寧
ろ
新
型
式
に
入
る
可
き
も
の
あ
り
。
朱
塗
の
大
高
杯

（第
５
図
の
８
）
仝
小
高
杯
墓
部

（仝
上
９
）
杯

（仝
上
６
）
等
は
此
の
類
に
し
て
、
又
た
並
行
せ
る
凸
帯
を
有
す
る
大
形
の
こ
の
如
き
も
、

（第
５
図
の
１
）
色
沢
手
法

等
よ
り
見
て
、
弥
生

式

の
系
統
に
属
す
可
き
も
の
な
り
。
次
に
黒
褐
色
の
上
器
に
し
て
紐
状
の
装
飾
を
有
し
、
頗
る
古
拙
の
手
法
を
示
せ
る
も
の

（同
上
の
３
）
あ

り
。
又
は
田
崎
則
寿
氏
の
蔵
に
係
る
三
田
井
村
尾
谷
出
上
の
器
と
大
小
の
差
あ
り
と
雖
も
、
同

一
手
法
に
出
で

（仝
上
）
普
通
爾
生
式
上
器
の
系
統
に
入
る
る
よ
り

は
、
却

っ
て
縄
紋
土
器
に
似
た
る
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
。
此
等
異
種
の
上
器
が
如
何
な
る
状
態
に
よ
り
て
発
見
せ
ら
れ
し
か
、
之
を
詳
に
す
る
能
は
ざ
る
も
、
同

一
地

点
よ
り
発
見
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
特
に
注
意
を
要
す
る
所
た
る
可
し
。

又
た
岩
戸
村
永
ノ
内
よ
り
発
見
せ
ら
れ
た
る
壷

（仝
上
２
）
は
黒
褐
色
を

呈
せ
る
も
、
其
の
型
式
大
和
新
沢
村
其
他
よ
り
多
く
発
見
す
る
爾
生
式
上
器
と
共
通
す

る
を
見
る
。
岩
戸
村
発
見
の
他
の
壷

（仝
上
４
）
は
補
々
其
の
形
状
を
殊
に
し
、
少
し
く
新
型
に
近
き
も
、
同
じ
く
爾
生
式
上
器
の
系
統
に
属
す
る
も
の
な
り
。
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四

宮

崎

附

近

の

遺

跡

日
向
の
南
部
、
宮
崎
を
中
心
と
せ
る
大
淀
川
の
流
域
に
は
石
器
土
器
類
の
発
見
を
伝
ふ
る
個
所
多
く
、
高
岡
村
城
ケ
峯
に
は
貝
塚
の
存
在
す
る
あ
り
、
当
国
に
於

け
る
先
史
時
代
の
遺
跡
に
富
む
地
方
と
し
て
夙
に
学
者
の
注
意
を
な
け
る
所
な
り
き
。

近
時
此
の
地
域
に
お
い
て
新
に
二
個
所
の
興
味
あ
る
同
時
代
遺
物
の
発
見
地
を
認
む
る
に
至
れ
り
。
即
ち
宮
崎
郡
瓜
生
野
村
大
字
柏
田
直
純
寺
の
貝
塚
、
仝
郡
清

武
村
大
字
加
納
字
下
加
納
、
東
諸
県
郡
綾
村
字
尾
立
の
遺
物
包
合
地
是
れ
な
り
。
就
中
加
納
の
遺
跡
は
爾
生
式
土
器
を
豊
富
に
包
合
し
、
尾
立
は

一
種
の
細
紋
土
器

の
爾
生
式
上
器

・
石
器
と
混
在
せ
る
あ
り
、
而
し
て
柏
田
は
日
向
に
類
例
多
か
ら
ざ
る
貝
塚
と
し
て
又
た
其
の
出
上
の
上
器
は

一
種
特
殊
の
性
質
を
帯
び
た
り
。
吾

人
は
今
次
の
調
査
に
際
し
此
の
三
者
に
つ
き
各

一
部
分
の
発
掘
を
行
ひ
て
、
遺
跡
の
層
位
的
研
究
を
試
む
る
と
共
に
特
に
発
見
の
上
器
に
関
し
て
考
究
を
遂
ぐ
る
を

得
た
り
。

１

柏

田

直

純

寺

の

員

塚

柏
田
村
は
瓜
生
野
村
の
大
字
に
し
て
宮
崎
町
の
北
西
約
二
里
、
大
淀
川
に
臨
め
る
村
落
に
し
て
、
北
方
よ

り
廷
び
た
る
丘
陵
の

一
端
に
直
純
寺
あ
り
、
字
を
笠
置
と
呼
ぶ
。
寺
の
東
腹
に
貝
層
の
一
部
分
呈
露
し
、
遺

跡
の
存
在
を
示
せ
り
。
土
地
の
状
況
は
寺
院
の
建
設
に
際
し
て
著
し
く
土
工
を
施
し
、
上
部
を
平
坦
に
築
成

せ
る
を
以
て
原
形
明
な
ら
ず
。
現
在
高
さ
三
十
尺
内
外
の
台
地
上
面
よ
り
十
六
尺
五
寸
の
下
腹
に
貝
殻
散
在

し
て
、
附
近

一
帯
は
今
竹
象
と
な
れ
り
。

吾
人
は

一
月
八
日
午
前
、
此
の
貝
層
の
露
出
面
に
於
て
、
丘
陵
腹
部
の
彎
由
に
沿
ひ
十
数
尺
に
亘
る
地
域

を
削
り
取
り
て
発
掘
を
試
み
貝
層
と
遺
物
包
合
の
状
態
を
験
し
た
り
。
竹
簸
の
根
の
著
し
く
か
ら
ま
り
て
作

業
困
難
な
り
し
の
み
な
ら
ず
、
之
が
為
め
に
貝
層
は
断
続
し
て
其
の
層
位
を
攪
乱
せ
ら
れ
た
る
形
逃
少
か
ら

ず
、
完
全
な
る
調
査
を
な
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
も
、
大
体
に
於
い
て
貝
層
の
厚
は
約
二
尺
内
外
の
如
く
、
員

第 6図 柏田貝塚発掘地断層略図
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毅
は
シ
ヽ
ガ
ヒ
、
カ
キ
、
シ
ホ
フ
キ
の
類
に
し
て
、
而
も
其
の
量
多
か
ら
ず
。
層
中
に
土
砂
を
混
ず
る
も
土
器
、
石
器
の
類
は
此
の
間
に
殆
ん
ど
包
合
さ
れ
ず
。
遺

物
は
主
と
し
て
貝
層
の
上
部

一
尺
内
外
の
辺
に
存
在
せ
る
を
認
め
た
る
と
共
に
又
貝
層
の
上
面
よ
り
約
二
尺
の
上
位
に
員
殻
を
合
め
る
土
層
あ
る
を
知
れ
り
。
こ
れ

よ
り
推
せ
ば
本
来
貝
層
は
土
壊
を
混
じ
て
其
の
層
四
尺
に
上
り
し
か
、
或
は
又
た
竹
木
の
根
の
為
に
か
ｋ
る
変
化
を
生
ぜ
る
か
二
者
何
れ
か
な
ら
ん
。

此
の
小
発
掘
に
於
い
て
採
集
せ
る
遺
物
は
石
器
と
土
器
に
限
ら
れ
、
他
に
何
等
の
遺
品
を
も
見
ざ
り
き
。
就
中
石
器
は
本
員
塚
に
て
は
従
来
多
く
発
見
さ
れ
ず
、

吾
人
の
見
た
る
も
の
僅
に
前
川
氏
蔵
の
打
石
斧

久
「徴
宙
館
出
陳
）

一
の
み
な
り
し
が
、
幸
に
今
次
密
質
の
安
山
岩
製
の
打
製
品

一
を
得
た
り
。
長
二
寸
七
分
あ
り
、

恐
ら
く
石
斧
の
類
な
ら
む
。

上
器
は
何
れ
も
素
焼
厚
手
に
し
て
表
面
黒
褐
色
を
呈
す
る
も
の
多
く
、
往
々
赤
褐
色
、
灰
白
色
の
も
の
を
も
含
み
、
外
見
所
謂
弥
生
式
土
器
と
異
な
り
、
寧
ろ
縄

紋
土
器
に
近
く
、
頗
る
原
始
的
な
る
手
法
を
現
は
せ
り
。
器
の
形
状
は
発
見
の
遺
物
悉
く
破
片
な
る
を
以
て
明
確
に
す
べ
か
ら
ざ
る
も
、
比
較
的
大
形
の
壺
、
鉢
の

類
に
属
す
る
も
の
ゝ
如
く
、
径
四
寸
三
分
あ
る
底
の
一
部
、
口
部
の
開
け
る
頸
部
破
片
、
縁
部
に
切
り
目
あ
る
土
器
鉢
片
等
を
見
る
。
又
注
意
す
べ
き
は
赤
褐
色
の

高
界
の

一
部
と
認
む
べ
き
破
片
の
存
せ
る
事
な
り
。
上
器
の
表
面
に
印
せ
る
文
様
は
手
法
粗
大
に
し
て
普
通
の
弥
生
式
、
組
紋
土
器
と
其
の
趣
を
殊
に
す
。
之
を
大

別
し
て
約
四
種
と
な
す
べ
し
。
直
線
交
叉
紋
二
種
、
不
規
則
な
る
波
紋
、　
一
種
の
鋸
歯
紋
是
な
り
。
文
様
の
要
素
は
弥
生
式
上
器
に
見
る
所
と
相
同
じ

き

が
如

き

も
、
其
の
表
現
の
手
法
を
異
に
し
て
古
拙
の
感
あ
る
を
見
る
べ
し
。
此
の
点
は
上
述
大
貫
貝
塚
発
見
の
上
器
と
類
似
せ
り
。

柏
田
貝
塚
は
此
の
調
査
に
徴
す
る
に
遺
跡
と
し
て
広
大
な
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
遺
物
亦
豊
富
と
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
も
、
上
述
土
器
の

一
種
の
特
色
を
有

せ
る
事
は
特
に
注
意
に
値
す
る
な
り
。

２
　
綾

村

尾

立

（り

遺

跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（図
版
第

二
十
第
五
）

綾
村
は
東
諸
県
郡
に
属
し
、
宮
崎
の
西
方
約
七
里
、
大
淀
川
の
支
流
本
荘
川
の
灌
漑
せ
る
地
域
に
し
て
、
其
の
分
流
綾
北

・
綾
南
両
川
の
間
山
泳
連
な
れ
る

一
部

分
に
字
危
立
あ
り
。
此
の
地
大
字
北
俣
の
域
内
に
て
、
標
高
三
百
三
十
七

・
九
米
突
を
示
し
、
東
西
五
町
、
南
北
三
町
余
の
一
の
高
台
を
な
す
。
東
南
眼
界
を
送
る

も
の
な
く
風
光
頗
る
佳
な
り
。

遺
跡
は
此
の
全
地
域
に
存
し
て
頗
る
広
大
な
る
も
土
地
僻
遠
の
為
従
来
世
人
の
注
意
を
な
か
ざ
り
し
が
、

，大
正
元

。
二
年
の
頃
其
の
一
部
を
開
墾
し
て
畑
地
と
な

す
に
当
り
、
土
器
の
破
片
を
発
見
し
、
同
地
黒
木
熊
袈
裟
氏
に
依
り
て
県
の
当
局
者
に
報
ぜ
ら
れ
、
始
め
て
遺
跡
の
存
在
を
知
り
、
つ
い
で
昨
年
八
月
若
山
県
史
蹟

調
査
嘱
托
、
其
の
一
部
を
発
掘
し
て
多
量
の
遺
物
を
採
集
し
今
や
そ
の
一
部
は
徴
古
館
に
出
陳
せ
ら
れ
興
味
深
き
遺
跡
な
る
を
認
め
ら
る
る
に
至
れ
り
。

―― ll ――
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騨
一

図
版
第

二

東 諸 県 郡 綾 村 尾 立 遺 跡 全 景

東 諸 県 郡 綾 村 尾 立 遺 跡 B地 点 の 発 掘



現高27糎 (下復原)

綾
尾
立
出
土
紀
文
土
器

（復
原
形
）

（現
高
二
七
糎
）

同
　
上

（復
原
形
）

（現
高

二
三
糎
）

綾尾立遺跡出土縄文土器  京都大学文学部博物館蔵



図
版
第
四

綾

尾

立

遺

跡

出

土

組

文

土

器

破

片

京 都 大 学 文 学 部 博 物 館 蔵



図
版
第
五

磨製  石斧  三個

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
蔵

綾尾立遺跡出土石器類 石斧形打製器、土錘 (左下)・ 石錘 (右二相)



図
版
第
六

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
蔵

清武加納遣跡出土弥生式上器 上 鉢形土器 (高 H糎 ) 下 器台  (右現高20.3糎 )



吾
人
は
此
の
遺
跡
に
於
い
て
先
づ
高
墓
の
北
端
に
位
し
て
Ａ
地
点
を
撰
び
、
之
に
反
対
の
西
端
傾
斜
面
に
近
く
Ｂ
地
点
を
取
り
更
に
中
央
部
に
Ｃ
地
点
を
設
け
順

次
是
等
の
三
地
点
を
発
掘
し
て
各
部
に
於
け
る
遺
物
包
合
の
状
態
を
験
す
る
と
共
に
遺
跡
全
体
の
状
況
を
調
査
せ
ん
と
せ
り
。

（第
七
図
の
上
）

Ａ
地
点
に
於
い
て
は
丘
陵
の
傾
斜
に
沿
ひ
て
略
ば
南
北
に
長
き
縦
六
尺
、
横
二
尺
四
寸
の
区
域
を
発
掘
せ
る
に
地
表
下

一
尺
ま
で
は
灰
色
を
帯
び
た
る
褐
色
上
に

し
て
遺
物
を
見
ざ
る
も
、
深
さ

一
尺
に
達
す
る
や
土
質
は
黒
色
に
変
じ
て
以
下
三
尺
数
寸
の
間
多
量
の
土
器
を
包
合
し
、
之
に
加

へ
て
四
五
の
黒
曜
石
、
石
板
石
の

破
片
を
認
め
た
り
。
此
の
状
態
は
土
地
の
傾
斜
に
依
り
て

一
様
な
ら
ず
低
地
に
至
る
に
従
ひ
包
合
層
の
厚
さ
の
減
少
を
来
せ
る
が
如
し
。
而
し
て
南
端
に
て
地
表
面

よ
り
三
尺
八
寸
以
下
は
土
壊
褐
色
土
と
な
り
て
全
く
遺
物
の
存
在
を
見
ず
。

次
に
Ｃ
地
点
は
Ａ

・
Ｂ
両
地
点
の
略
中
央
に
位
し
、
開
墾
に
際
し
作
れ
る
幅
九
尺
余
深
さ
二
尺
内
外
の
溝
の

一
部
な
り
。
底
部
に
は
既
に
黒
褐
色
上
の
現
は
る
ゝ

あ
り
、
之
よ
り
深
さ
三
尺
余
の
発
掘
を
行
ひ
た
り
。
其
の
結
果
黒
色
土
は
表
面
下
四
尺
内
外
に
て
灰
褐
色
土
と
な
る
も
執
れ
の
層
に
も
遺
物
を
認
め
ざ
り
き
。

Ｂ
地
点
は
今
次
の
調
査
に
送
り
最
も
興
味
あ
る
結
果
を
得
た
る
所
な
り
。
発
掘
区
域
は
高
量
の
端
に
接
し
た
る
部
分
に
於
て
竪
二
十
二
尺
、
幅
四
尺
余
、
深
さ
五

尺
五
寸
に
及
べ
り
。

（第
七
図
の
下
断
面
図
参
照
）

表
面
下

一
尺
は
前
二
地
点
と
同
じ
く
灰
褐
色
の
土
質
に
し
て
遺
物
な
く
、
以
下
三
尺
乃
至
三
尺
七
寸
の
間
に
亘

っ

て
遺
物
の
包
合
せ
る
黒
色
土
層
あ
り
、
次
に
褐
色
土
と
な
る
。
包
合
遺
物
の
状
態
を
見
る
に
発
掘
溝
の
北
方
に
於
い
て
は
地
下
約
四
尺
と
三
尺
五
寸
と
の
両
層
位
に

錘
石
各

一
あ
り
、
約
二
尺
の
点
に
上
器
の
底
、
同
二
尺
六
寸
に
土
器
の
口
部
を
存
せ
り
。
南
方
に
あ
り
て
は
表
面
下
三
尺
八
寸
に
し
て
無
紋
の
鉢
の
日
部
と
共
に
磨

石
斧

一
個
を
出
し
、
三
尺

一
寸
よ
り
は
曲
線
紋
あ
る
径
九
寸
の

一
種
の
組
紋
土
器
、
仝
三
尺
よ
り
縁
に
突
起
あ
り
且
つ
複
雑
な
る
文
様
を
現
は
せ
る
同
式
の
鉢
を
得

た
り
。
此
の
他
二
尺
七
寸
二
一尺
二
寸
の
地
点
に
土
器
底
あ
り
、其
の

一
は
弥
生
式
上
器
の
系
統
に
近
し
。
又
た

一
尺
二
寸
の
層
位
よ
り
無
紋
の
上
器
口
部
を
出
し
、

小
破
片
に
至
り
て
は
随
所
に
之
を
見
た
り
。

是
等
三
地
点
の
発
掘
の
結
果
を
徴
す
る
に
、
綾
の
遺
跡
中
遺
物
を
包
合
せ
る
部
分
は
主
と
し
て
台
地
上
の
周
囲
に
存
在
せ
り
と
覚
し
く
層
位
は
各
部
に
於
い
て
大

差
な
き
も
の
た
る
を
認
む
可
し
。
た
だ
吾
人
の
小
発
掘
の
結
果
よ
り
す
れ
ば
、北
半
の
部
分
は
包
含
の
上
器
に
破
片
多
く
且
つ
文
様
あ
る
も
の
少
な
き
も
の
あ
る
が
如

し
。
さ
て
発
見
の
遺
物
は
石
器
類
は
数
個
に
し
て
土
器
英
の
大
部
分
を
占
む
。
石
器
は
石
斧
と
錘
石
の
二
者
あ
り
、
石
鏃
の
類
は
黒
曜
石
層
の
存
在
を
見
し
の
み
に

て
之
を
得
ざ
り
き
。
石
斧
の
中
磨
製
品
は
Ｂ
地
点
の
比
較
的
深
き
層
位
よ
り
出
上
せ
る
も
の
長
二
寸
七
分
あ
り
、
其
の
両
面
は
猶
自
然
の
地
膚
を
の
こ
せ
る
も
、
蛤

只
の
部
分
は
精
巧
に
磨
研
せ
る
を
見
る
。
半
磨
製
の
石
斧
は
石
質
灰
溶
岩
の
如
く
短
船
形
を
呈
し
、概
形
を
打
ち
故
き
て
作
れ
る
上
更
に

一
面
を
磨
せ
る
も
の
な
り
。

（図
版
第
五
の
上
）
。打
製
石
斧
又
存
在
し
吾
人
は
此
の
類
を
地
表
面
に
於
い
て
採
集
し
た
り
。

錘
石
は
上
記
Ｂ
地
点
発
見
の
も
の
二
個
の
外
に
猶
大
形
の
一
個
あ
り
。何
れ
も
特
記
す
べ
き
形
式
に
は
非
ざ
る
も
、前
者
の

一
は
砂
岩
に
て
作
り
前
後
の
切
り
故
き
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第 8図 綾発掘土器形状図

C

の
精
妙
な
る
は
沿
注
意
に
値
す
。
石
器
の
類

に
は
他
に
扁
平
な
る
石
材
の
周
囲
に
打
ち
飲

き
を
加

へ
て
扁
桃
形
の
器
を
な
せ
る

一
と
長

二
寸
五
分
の
軽
石

一
個
を
見
た
り
。

土
器
は
何
れ
も
素
焼
の
手
づ
く
ね
作
り
に

し
て
、
此
等
の
上
碁
中
表
面
赤
褐
色
と
灰
褐

色
に

一
部
黒
味
を
帯
ぶ
る
も
の
及
び
黄
褐
色

に
近
き
色
沢
を
有
す
る
類
多
く
、
焼
方
粗
造

の
厚
手
に
属
し
、
質
脆
弱
な
り
。
さ
れ
ば
補

形
を
存
せ
る
も
の
も
砕
片
と
な
り
て
地
中
に

埋
も
れ
採
集
に
頗
る
困
難
を
感
じ
た
る
も
、

Ｂ
地
点
に
於
い
て
は
特
に
注
意
を
加

へ
て
発

掘
を
行
ひ
、
上
述
諸
層
位
に
於
て
接
合
す
れ

ば
略
ば
形
を
窺
ひ
得
べ
き
上
器
数
個
を
得
た

り
。
図
版
第
八
に
示
す
各
は
是
れ
に
し
て
何

れ
も
田
部
大
な
る
深
き
鉢
の
類
な
り
、
其
の

日
径
は

一
尺
四
寸
と
推
定
す
べ
き
も
の
最
も

大
に
し
て
小
な
る
も
八
寸
を
超
ゆ
。
出
上
の

小
破
片
も
大
多
数
は
此
の
類
の
器
物
の

一
部

分
な
り
と
考

へ
ら
る
。
而
し
て
こ
ゝ
に
注
意

す
べ
き
は
上
述
器
の
二
個
は
縁
の
部
分
に
五

ケ
所
若
し
く
ば
六
ケ
所
の
耳
状
の
突
起
を
有



す
る
事
に
て
其
の
部
に
切
り
目
を
附
せ
る
は
表
面
に
印
せ
る
曲
線
沈
紋
様
と
共
に
組
紋
土
器
の
特
色
を
有
す
る
も
の
な
り
。

是
等
の
上
器
は
何
れ
も
中
部

（胴
の
部
分
）
以
下
を
飲
失
せ
る
を
以
て
底
の
形
式
は
不
明
な
る
も
別
に
採
集
せ
る
底
部
の
破
片
に
就
い
て
見
る
に
底
面
径
最
小
二

寸
六
分
、
最
大
五
寸
の
間
各
種
あ
り
。
之
に
凡
そ
三
形
式
を
認
む
べ
く
、　
一
は
底
端
よ
り
直
ち
に
側
の
胴
部
に
続
け
る
式
に
て
、
二
は
此
の
部

一
旦
ク
ビ
レ
て
更
に

開
く
の
類
、
三
は
此
の
ク
ビ
レ
の
著
し
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
此
の
第

一
類
の
底
面
の
一
に

一
種
の
條
痕
紋
を
印
せ
る
も
の
あ
る
を
見
る
。

次
に
是
等
土
器
の
表
面
に
あ
る
文
様
を
見
る
に
最
も
単
簡
な
る
は
縁
或
は
其
の
内
外
面
に
切
り
目
或
は
捺
形
紋
を
附
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
―
多
く
は
装
飾
の
局

面
広
く
し
て
回
部
よ
り
胴
部
に
及
び
文
様
の
様
式
又
た
複
雑
な
り
。
是
等
は
何
れ
も
大
き
曲
線
沈
紋
よ
り
成
り
時
に
更
に
他
の
分
子
を
加
ふ
。
今
其
の
主
要
な
る
も

の
に
就
い
て
見
る
に
其
の

一
は
図
版
第
八
の
上
器
鉢
Ｄ
に
現
は
れ
た
る
式
に
し
て
縁
に
近
く
二
条
の
大
き
沈
刻
の
線
あ
り
、
其
の
下
部
を
凡
そ
五
等
分
し
て
各
の
間

に

一
個
の
渦
紋
を
置
き
、
中
間
よ
り
之
の
下
部
に
連
な
る
線
を
現
し

一
の
図
様
を
な
せ
る
な
り
。

此
の
一
層
複
雑
と
な
れ
る
文
様
は
図
版
第
八
の
Ｂ
に
し
て
中
央
の
渦
紋
は

一
種
の
花
状
を
呈
せ
り
。
其
の
二
は
鉢
の
三
に
現
は
れ
た
る
類
に
し
て
表
面
に
二
重
に

複
線
沈
紋
よ
り
成
る

一
種
の
流
水
紋
を
現
は
せ
る
と
、
之
の

一
層
不
規
則
と
な
れ
る
も
の
な
り
。
破
片
に
魂
い
て
験
す
る
に
比
の
類
最
も
多
き
が
如
し
。

第
二
は
所
謂
複
合
紋
様
と
も
称
す
べ
き
も
の
に
し
て
以
上
二
者
の
何
れ
か
に
加
ふ
る
に
線
の
間

一
種
の
ジ
グ
ザ
グ
紋
・半
円
形
・円
形
等
の
捺
形
紋
。円
紋
。縦
の
条
紋

を
以
て
せ
る
も
の
な
り
。

吾
人
の
得
た
る
其
の
一
々
の
様
式
は
第
８
図
の
図
に
就
て
見
る
可
く
、
従
来
発
見
の
も
の
を
併
す
れ
ば
其
の
種
類
猶
多
数

に
上
ら
ん
。

さ
て
此
の
土
器
の
特
像
を
通
観
す
る
時
は
、
何
人
も
其
の
形
式
文
様
の
著
し
く
弥
生
式
上
器
と
異
な
り
、
所
謂
縄
紋
土
器
の
系
統
に
入
る
べ
き
も
の
な
る
を
認
む

可
し
。
さ
れ
ど
更
に
之
を
詳
細
に
見
る
時
は
又
た
自
ら
関
東

。
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ
式
組
紋
土
器
と
異
な
る
を
知
る
べ
く
、
日
向
国
内
に
て
も
上
記
高
千
穂
上
原
平

発
見
の
上
器
、宮
崎
附
近
出
上
の
組
紋
土
器
と

一
致
せ
ず
、
其
の
製
作
の
手
法
の
如
き
は
寧
ろ
弥
生
式
上
器
に
近
く
し
て
、た
だ
彼
に
比
し
て
粗
製
な
る
点
を
異
に
す

る
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
は

一
般
土
器
の
研
究
上
注
意
に
値
す
る
事
実
な
り
。

以
上
は
綾
遺
跡
出
上
の
上
器
の
主
な
る
形
式
な
れ
ど
も
之
に
混
じ
て
小
量
な
が
ら
弥
生
式
系
統
の
上
器
の
存
在
を
も
認
め
得
た
り
。
吾
人
今
次
の
発
掘
に
於
い
て

は
土
器
底
の

一
を
除
き
て
特
に
挙
ぐ
べ
き
遺
品
を
得
ざ
り
し
も
、
遺
跡
の
表
面
殊
に
北
西
方
面
の
調
査
に
て
採
集
せ
る
破
片
四
五
あ
り
。
之
は
赤
褐
色
の
薄
手
な
る

鉢
の
日
部
の
破
片
及
び
底
部
の
突
起
状
を
呈
す
る
弥
生
式
上
器
通
有
の
形
式
に
属
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
昨
年
八
月
若
山
氏
発
掘
の
際
に
は
北
端
部
に
於
い
て
高

郭
の
脚
三
個
の
出
上
し
て
今
徴
古
館
に
陳
列
す
。
是
等
は
弥
生
式
上
器
に
最
も
多
き
形
式
の
一
に
し
て
、
氏
の
談
に
依
る
に
曲
線
文
様
あ
る
厚
手
の
上
器
と
併
存
し

両
者
に
何
等
層
位
的
の
区
別
を
認
め
難
か
り
し
と
云
ふ
。
果
し
て
然
ら
ば
此
の
状
態
は
薩
摩
指
宿
の
遺
跡
に
於
て
見
る
所
と

一
致
す
る
所
に
し
て
此
の
遺
跡
は

一
般

古
代
土
器
の
研
究
上
に
興
味
あ
る
事
実
を
示
す
も
の
な
り
。



３
　
加

納

の

遺

跡

〔
版
図
第
六
〕

宮
崎
郡
清
武
村
大
字
加
納
は
宮
崎
町
の
南
方
約

一
里
、
鋲
肥
に
至
る
街
道
に
沿
ひ
、
村
の
北
端
に
西
よ
り
延
び

た
る
丘
陵
の
高
墓
状
を
な
せ
る
所
あ
り
。
合
に
福
神
屋
敷
と
呼
び
昨
年
五
月
の
大
風
雨
に
際
し
土
砂
崩
壊
し
て
多

数
の
弥
生
式
上
器
に
混
じ
石
斧
数
個
を
発
見
せ
る
あ
り
、
同
時
代
の
遺
跡
な
る
を
認
め
ら
る
に
至
れ
り
。

此
の
高
墓
は
高
き
麓
よ
り
約
四
十
二
尺
あ
り
周
囲
は
比
較
的
急
な
る
勾
配
を
な
せ
る
も
上
部
は
今
畑
と
な
り
平

担
に
し
て
各
所
に
少
許
の
上
器
片
の
散
在
せ
る
を
見
る
。
先
に
多
数
の
上
器
類
を
発
見
し
た
る
は
台
地
の
東
端
福

元
勇
吉
氏
の
宅
の
側
面
に
て
又
た
北
腹
の
中
央
に
於
て
も
採
集
せ
り
と
云
ふ
。
此
の
両
者
の
内
前
者
は
家
屋
あ
り

て
調
査
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
を
以
て
後
者
を
撰
び
丘
麓
に
近
き
傾
斜
面
に
幅
二
三
尺
の
溝
を
北
端
よ
り
穿
ち
始
め

漸
次
之
を
進
め
て
傾
斜
の
第
二
段
に
近
き
部
分
に
至
り
て
東
西
約
二
十
余
尺
に
掘
り
拡
め
て
遺
物
の
埋
没
状
態
の

調
査
を
行
へ
り
。
最
初
の
地
点
に
て
は
地
表
面
下
約
二
尺
乃
至
三
尺
の
間
は
遺
物
を
見
ず
、
三
尺
に
近
く
し
て
黒

褐
色
の
土
壊
と
な
り
こ
ゝ
に
弥
生
式
上
器
の
破
片
を
点
々
包
合
せ
り
。
而
も
其
の
数
量
多
か
ら
ざ
り
し
が
第
二
の

南
北
に
掘
り
拡
げ
た
る
地
帯
に
至
る
や
表
土
は
約

一
尺
五
寸
に
し
て
次
の
黒
褐
色
の
上
器
包
合
層
は
厚
さ
二
尺
以

上
に
及
び
遺
物
頗
る
豊
富
に
し
て
弥
生
式
上
器
に
は
形
の
完
全
な
る
壷

・
鉢
の
類
あ
り
、
石
器
と
し
て
は
凹
石

・

軽
石
各

一
個
を
発
見
し
た
り
。
是
等
の
包
合
状
態
中
注
意
を
惹
け
る
は
、
包
含
層
の
中
央
に
当
り
弥
生
式
上
器
片
と
混
じ
て
堅
緻
な
る
斎
金
の
界
の
破
片
の
存
せ
る

と
、
同
じ
く
弥
生
式
上
器
中

一
種
厚
手
の
組
紋
土
器
に
近
き
鉢
を
た
る
の
二
事
に
し
て
、
遺
跡
の
性
質
の
考
究
上
興
味
を
惹
く
事
実
な
り
。

遺
物
申
石
器
の
類
に
は
凹
石
と
軽
石
各

一
個
を
獲
た
る
こ
と
上
述
の
如
し
。
凹
石
は
径
二
寸
五
分
厚

一
寸
三
分
の
不
正
な
る
四
角
形
を
な
し
、
其
の
両

面

に
各

一

個
の
凹
所
を
有
す
る
も
の
、
軽
石
は
径
凡
そ
二
寸
あ
り
。
自
然
の
形
に
て
特
に
加
工
し
た
る
形
迩
な
し
。
石
斧
は
今
次
の
調
査
に
於
て
は
出
土
せ
ざ
り
し
も
、
前
年

発
見
の
遺
物

（今
徴
古
館
出
陳
）
を
見
る
に
打
製
磨
製
の
両
者
あ
り
、
打
製
は
小
形
し
て
長
三
寸
三
分
あ
り
、
磨
製
又
た
略
ば
同
じ
大
さ
の
蛤
烈
な
り
。
凹
石
は
此

の
遺
跡
に
て
は
数
多
く

発
見
せ
ら
る
Ｉ
如
く
、
吾
人

の
見
た
る
も
の
数
個
あ
り
た
り
。

土
器
は
小
量
の
斎
金
を
除
き
大
部
分
は
所
謂
弥
生
式
上
器
の
系
統
に
属
し
、
赤
褐
若
し
く
ば
黄
帽
色
の
素
焼
な
る
こ
と
は
、
其
の
鉢

・
壷
・憂
。高
杯
等
の
外
形
と

共
に
最
も
よ
く
此
の
種
遺
物
の
特
色
を
現
は
も
り
。
鉢
の
類
は
吾
人
の
得
た
る
も
の
数
個
あ
り
。
其
の
中
の

一
は
深
鉢
花
状
の
雨
も
特
種
の
形
を
現
し
、
他
の

一
は 第 9図 加納遺跡発掘地断層略図
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高
三
寸
五
分
の
厚
手
に
し
て
、
日
部
外
方
に
開
け
縁
の
外
側
に
組
目
帯
あ

り
、
此
の
上
器
、
焼
方
檎
他
と
異
な
れ
る
も
の
と
し
て
先
に
注
意
せ
し
所

な
り
。
壷
は
土
器
中
最
も
数
多
く
、
破
片
の
如
き
も
多
く
こ
れ
に
属
す
る

が
如
し
。
器
の
大
さ
、
小
は
高
二
寸
内
外
よ
り
大
は

一
尺
五
寸
に
上
り
、

其
の
種
類
口
部
の
大
い
に
開
け
る
も
の
、
頸
部
の
僅
に
存
す
る
も
の
、
日

部
の
筒
状
を
呈
す
る
等
頗
る
多
様
に
し
て
其
の
所
謂
無
花
果
形
の
式
及
び

頸
部
の
長
き
土
器
、
縁
部
の
著
し
く
内
側
に
折
れ
込
み
て
田
部
部
の
小
な

る
壺
等
は
大
和
国
新
沢
村
大
字

一
、
河
内
国
国
府
村
、
尾
張
国
熱
田
員
塚

等
の
弥
生
式
遺
跡
よ
り
出
上
の
遺
品
中
に
全
然
同

一
の
も
の
存
在
せ
り
。

次
に
破
片
に
就
い
て
此
の
種
器
の
細
部
を
見
る
に
、
縁
部
は
、
其
の
外
側

に
近
く

一
条
の
突
出
部
若
し
く
ば
縄
状
帯
を
有
せ
る
と
縁
端
広
く
な
り
て
内
側
に
曲
り
こ
ゝ
に
各
種
の
文
様
を
加

へ
た
る
三
者
を
主
と
し
、　
〓

一縁
の
水
平
に
外
方

に
開
け
る
も
の
あ
り
。
胴
部
に
於
い
て
も
絶
状
帯
あ
る
も
の
往
々
存
す
。

底
部
は
其
の
形
式
最
も
多
様
に
し
て
大
さ
又
た

一
様
な
ら
ず
。
然
れ
ど
も
底
の
突
起
し
て
安
定
な
ら
ざ
る
も
の
と
外
側
に
ク
ビ
レ
あ
る
比
較
的
小
形
の
類
多
き
を

占
め
中
に
は
底
面
の
内
側
に
凹
入
し
て
糸
底
形
を
呈
せ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
、
又
た
漏
斗
状
の
底
の

一
に
は
円
孔
の
外
部
に
貫
通
す
る
例
を
見
た
り
。

土
器
墓
に
は
上
下
端
開
け
る
長
大
な
る
筒
形
の
も
の
と
邦
に
近
き
円
板
形
の
二
者
あ
り
。
前
式
其
の
数
多
く
、
中
に
は
縁
の
外
側
に
折
れ
た
る
形
と
筒
の
径
六
寸

に
余
る
異
形
を
出
せ
り
。
高
邦
は
吾
人
の
採
集
品
に
は
完
全
な
る
も
の

一
も
見
ざ
り
し
も
脚
の
類
は
存
し
て
、
そ
の
基
部
に
対
す
る
開
き
に
凡
そ
四
種
類
の
別
あ
る

と
、
之
に
円
孔
穿
て
る
と
然
ら
ざ
る
の
二
式
あ
る
を
知
れ
り
。
複
合
形
式
と
し
て
は
此
の
外
壷
に
台
の
附
せ
る

一
部
分
か
と
思
は
る
大
形
破
片
あ
り
、
土
製
品
に
は

素
焼
の
錘
を
見
た
り
。

是
等
土
器
に
表
は
れ
た
る
文
様
は
、
形
式
の
多
様
な
る
に
反
し
比
較
的
少
し
。
主
な
る
文
様
の
分
子
は
所
謂
波
紋
と
組
目
紋
に
し
て
直
線
紋
之
に
つ
ぎ
、
縁
部
を

飾
れ
る
中
に
は
円
紋
と
切
目
紋
を
認
め
ら
れ
る
。
此
の
中
波
紋
は
斎
金
に
表
は
る
る
所
と
連
絡
を
有
す
る
も
の
積
如
く
、
組
目
紋
の
多
き
と
共
に
興
味
を
惹
く
。
要

之

加
納
の
遺
跡
は
弥
生
式

上
器
の
遺
跡

と
し
て
は
遺
物
の
典
暑
四な
る
点
に
於
い
て
注
意
に
値
す
べ
く
、
上
述
個
々
の
遺
物
に
就
い
て
は
近
畿
出
土
の
弥
生
式
上
器

と
全
然
同

一
形
式
の
も
の
少
な
か
ら
ず
此
の
種
土
恭
の

一
般
性
質
を
考
察
す
る
上
に
重
要
な
る
資
料
を
供
す
る
も
の
な
り
。

第40図 加納遺跡一部状況
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第14図 加 納 遺 跡 出 土 土 器 形 状 図
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五

各

地

に

於

け

る
‐古
墳

以
上
は
今
次
の
調
査
行
に
際
主
と
し
て
調
査
せ
る
石
器

時
代
遺
跡
の
概
要
な
る
が
、
此
の
行
又
其
の
調
査
の
余
暇

を
以
て
各
地
の
古
墳
を
調
査
せ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。

一
例
を
挙
げ
ん
か
東
臼
杵
郡
南
方
村
今
井
野
苗
回
の
古
墳

及
同
大
貫
の
石
室
墳
墓
の
如
き
、
西
日
杵
郡
三
田
井
の
横

穴
の
如
き
、
或
は
宮
崎
郡
瓜
生
野
村
の
横
穴
の
如
き
是
れ

な
り
。
是
等
の
遺
跡
に
就
い
て
は
固
よ
り

一
定
の
方
針
を

以
て
調
査
を
行
ひ
し
に
あ
ら
ず
、
精
粗
の
程
度
又
た
必
ず

し
も

一
な
ら
ざ
る
も
、
其
の
多
く
は
従
来
未
だ
実
際
に
関

す
る
報
告
を
故
く
の
憾
あ
る
も
の
な
る
を
以
て
、　
こ
ゝ
に

調
査
の
順
に
従
ひ
簡
単
に
其
の
古
墳
の
構
造
形
式
を
報
告

す
る
こ
と
ゝ
な
す
可
し
。

１
　

〈
守
井
野
苗
園
の
古
墳

南
方
村
今
井
野
苗
圃
内
に
二
個
の
古
墳
あ
り
。
事
務
所

の
附
近
に
散
在
し
何
れ
も
小
形
の
丸
妖
に
し
て
其
の
一
に

は
堀
抜
き
石
棺
露
出
せ
り
。
此
の
塚
今
封
上

の
径

三
十

尺
、
高
さ
僅
に
三
尺
に
過
ぎ
ず
。
石
棺
此

の
略
ば
中
央
に

あ
り
、
東
西
に
半
以
上
を
露
は
す
。
棺
は
灰
溶
岩
を
以
て

作
り
、
構
造
は
身
は
舟
型
式
に
近
く
長
さ
八
尺

一
寸
、
幅

第
１２
図
　
苗
国
内
石
棺

（上
）
及
野
田
石
棺

，

―

311

,,二 とrェ ご
浪j

図

↑
―
―
郊
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中
央
に
て
三
尺
七
寸
あ
り
。
蓋
は
半
ば
炊
損
せ
る
も
、
家
型
の
把
手
を
有
す
る
式
の

如
く
、
今
ま
其
の
一
を
存
せ
り

（第
１２
図
の
上
）
発
掘
の
年
次
明
な
ら
ず
。
遺
物
の

徴
す
べ
き
も
の
な
き
も
、
前
年
有
馬
七
蔵
氏
は
封
上
の
北
方
畑
地
に
於
て
銀
環

一
個

を
拾
得
せ
り
と
云
へ
り
。

２
　
野
田
の
石
棺

南
方
村
大
字
野
田
の
北
端
墓
地
上
に

一
古
墳
あ
り
、
石
棺
を
露
出
す
。
構
造
家
型

の
掘
抜
き
式
に
て
、
蓋
身
の
二
部
よ
り
成
り
長
七
尺
九
寸
、
幅
三
尺
八
寸
総
高
四
尺

二
寸
あ
り
。
石
質
は
灰
溶
岩
に
し
て
畿
内
地
方
に
多
き
同

式

棺
と
全
然

軌
を

一
に

せ
り
。

（第
１２
図
の
下
）
今
番
の

一
部
に
飲
損
あ
り
、
其
の
破
片
は
な
お
道
傍
に
存

せ
り
。

３
　
天
下
及
び
大
貫
の
塚

南
方
村
の
中
央
五
ケ
瀬
川
を
狭
み
て
存
せ
る
天
下
及
び
大
貫
の
丘
陵
上
に
は
古
墳

頗
る
多
し
。
天
下
に
於
て
は
川
に
沿
へ
る
高
台
上
に
嘗
て
鳥
居
龍
蔵
氏
の
調
査
せ
る

古
墳
あ
り
、
同
村
の
氏
神
社
は
雄
大
な
る
前
方
後
円
墳
の
上
に
建
ち
、
附
近
又
石
棺

を
有
す
る
円
墳
少
な
か
ら
ず
。
是
等
の
古
墳
の
内
前
方
後
円
形
を
取
れ
る
も
の
を
称

し
て
地
方
人
士
は
俗
に
柄
鏡
塚
と
呼
び

一
種
特
有
の
形
式
の
如
く
み
な
せ
る
も
吾
人

の
実
見
せ
る
所
に
て
は
所
謂

前
方
後
円
墳
と
何
等
異
な
る
点
を
見
ず
。

大
貫
は
先
に
挙
げ
た
る
貝
塚
の
存
す
る
所
こ
れ
よ
り
西
方
の
丘
陵
上
丸
塚
点
在
せ

り
。
中
に
就
い
て
注
意
を
惹
け
る
は
松
村
宗
助
氏
住
宅
の
西
方
に
在
る
丸
塚
に
し
て

日
向
国
に
て
は
類
例
多
か
ら
ざ
る
石
室
を
有
せ
り
。
塚
は
半
径
二
十
尺
内
外
、
高
さ

。 1  3  ,

一

人 柳 l●L
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約
二
間
の
丸
塚
に
し
て
葺
石
は
あ
る
も
、
埴
輪
円
筒
は
な
く
南
側
に
石
室
の
日
を
開
く
。
構
造
羨
道
玄
室
の
二
者
よ
り
成
り
、
玄
室
の
全
長
十
四
尺
六
寸
、
幅
中
央

に
て
七
尺
一
寸
、
高
さ
八
尺
五
寸
、
羨
道
は
長
さ
十
二
尺
七
寸
あ
り
。
形
式
は
畿
内
に
於
い
て
普
通
に
見
る
類
に
て
特
に
記
す
べ
き
な
き
も
、
た
ゞ
其
の
戸
日
は
封

上
の
端
よ
り
十

一
尺
の
奥
に
開
き
、
こ
の
外
部
に
丸
石
を
以
て
閉
せ
る
痕
を
存
す
る
は
従
来
不
明
な
る
を
常
と
す
る
戸
回
の
構
造
を
窺
ひ
得
る
点
に
於
て
注
目
に
値

す
る
事
実
な
り

（第
１３
図
）
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